
利子補給率 3.5％以内

借入金の限度額 100 万円以内

借入金の償還期間 ３年以内
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図
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Ｒ
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。
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設
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事
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。

　

下
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へ
の
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続
の
際
に
は
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こ
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の
助
成
・
利
子
補
給
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
助
成
・
利
子

補
給
制
度
は
、
既
設
の
く
み
取
り
便

所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
ま
た
は

既
設
の
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
、
下
水

道
へ
接
続
す
る
場
合
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
新
築
を
し
て
下
水
道

へ
接
続
す
る
場
合
は
、
助
成
金
・
利

子
補
給
金
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申請者が以下の条件を全て満たしていることが必要です。
⑴　排水設備の設置義務者（建物の所有者）であること
⑵　供用開始の日から３年以内に、下水道に接続し、完了検査に合格すること
⑶　受益者負担金について、納付誓約書を提出すること（全額納付済みの場合を除く）
⑷　市税を滞納していないこと
⑸　水道料金を滞納していないこと

助成金および利子補給金の交付条件

区　　　分 助成金

1 供用開始日から、下水道に接続し完了検
査に合格するまでの期間

１年以内→20万円
２年以内→10万円
３年以内→  5万円

2 くみ取り便所を水洗便所に改造する工事
を伴う場合 ３年以内→  5万円

3 敷地の状況により、やむを得ず屋内に汚
水管を設置しなければならない場合 ３年以内→  5万円 ○交付条件を満たせば両方の制度を利

用することも可能です。
○工事費用が左記の合計額に満たない

場合は、その額を助成金額とします。
○供用開始日は、場所によって異なり

ます。くわしくは下水道課までお問
い合わせください。

（区分３の例）
下水道整備により排水方向が逆になるが、隣地境界いっぱいに
建物が建っており、やむを得ず屋内に汚水管を設置する必要が
ある場合。

　以下の区分１から区分３の合計額が助成金額となります。

問い合わせは　下水道課（☎ 22－ 1796）へ

助成金 利子補給金
　排水設備工事にあたり、工事費を金融機関から借り
入れをする場合の利子を補給します。
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３年以内に接続した場合
助成金合計金額
100,000円

助成金
50,000円1 助成金

0円2 助成金
50,000円3＋ ＋ ＝

２年以内に接続した場合
助成金合計金額
150,000円

助成金
100,000円1 助成金

0円2 助成金
50,000円3＋ ＋ ＝

１年以内に接続した場合
助成金合計金額
250,000円

助成金
200,000円1 助成金

0円2 助成金
50,000円3＋ ＋ ＝

区分３の排水設備工事を行った場合の助成金
（助成金の交付条件を満たし申請した場合）
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